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私
た
ち
は
、
治
療
・
診

断
・
創
薬
へ
の
応
用
を
志
向

し
て
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用

光
を
利
活
用
す
る
た
め
の

分
子
技
術
の
開
発
と
化
学
薬
学
研
究

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
・
薬
学
部
助
教
　
鳥
海 

尚
之

和
す
る
過
程
で
、
発
熱
、
発

光
、
結
合
・
解
離
、
酸
化
・

還
元
な
ど
の
様
々
な
物
理
化

学
現
象
を
引
き
起
こ
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
を
有
す

る
光
を
体
の
奥
底
ま
で
浸
透

さ
せ
て
細
胞
の
隅
々
ま
で
届

か
せ
る
こ
と
で
、
生
体
内
で

多
様
な
現
象
を
制
御
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、

新
た
な
π
共
役
分

子
を
設
計
・
合
成

し
、
励
起
状
態
を

制
御
す
る
た
め
の

新
た
な
科
学
と
技

術
を
開
拓
し
た
。

　

例
え
ば
、
可
視

光
と
赤
外
光
の
間

に
位
置
す
る
７
０

０
～
２
５
０
０
nm

の
領
域
の
近
赤
外

光
は
、
物
質
・
生

体
透
過
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
物
質

科
学
か
ら
生
命
科

学
に
至
る
多
様
な

分
野
で
応
用
が
期

待
さ
れ
て
き
た

が
、
報
告
例
は
限

ら
れ
て
い
た
。

　

私
た
ち
は
、
理

論
計
算
と
実
験
化

学
の
協
奏
研
究
に

い
た
新
た
な
分
子
技
術
の
開

拓
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
人

体
を
含
め
た
全
て
の
生
命
体

の
構
成
要
素
で
あ
る
有
機
分

子
は
、
適
切
な
波
長
の
光
を

吸
収
す
る
こ
と
で
励
起
状
態

と
呼
ば
れ
る
活
性
化
さ
れ
た

状
態
に
変
化
す
る
。

　

そ
し
て
励
起
状
態
か
ら
元

の
安
定
な
基
底
状
態
へ
と
緩

よ
り
、
近
赤
外
利
活
用
分
子

の
理
論
設
計
・
合
成
化
学
に

挑
み
、
い
く
つ
か
の
新
奇
π

共
役
分
子
の
開
発
に
成
功
し

た
。

　

特
に
「
芳
香
族
性
」
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
芳
香
族
性

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
仕
組
み
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
環
境

応
答
性
の
近
赤
外
有
機
色
素

を
開
発
す
る
と
共
に
、
面
内

芳
香
族
性
と
い
う
特
殊
な
芳

香
族
性
を
有
す
る
分
子
を
発

見
し
た
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
は
、
分
子

の
励
起
状
態
を
精
密
設
計
す

る
こ
と
で
、発
光
、熱
失
活
、

光
反
応
な
ど
を
能
動
的
に
制

御
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん

だ
。結
果
と
し
て
、遷
移
金
属

を
用
い
た
独
自
の
可
視
光
触

媒
の
開
発
や
、
重
水
素
化
に

よ
る
近
赤
外
発
光
の
制
御
、

熱
失
活
過
程
を
利
用
し
た
近

赤
外
光
音
響
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

分
子
の
開
発
を
実
現
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
私
た
ち

は
様
々
な
領
域
の
光
を
利
活

用
す
る
た
め
の
分
子
ツ
ー
ル

の
創
出
と
技
術
の
開
発
に
取

り
組
み
、
励
起
状
態
を
高
度

に
制
御
し
た
分
子
技
術
を
創

製
し
た
。
今
後
も
、
医
学
薬

学
の
発
展
に
資
す
る
研
究
に

邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

　

「
ク
ス
リ
」
と
い
う
言
葉

を
逆
さ
に
す
る
と
「
リ
ス
ク 

（
ｒ
ｉ
ｓ
ｋ
）」
と
な
る
よ

う
に
、
薬
効
と
副
作
用
は
表

裏
一
体
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
薬
も
副
作
用
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
医
薬
品
の
有
効
か

つ
安
全
な
使
用
に
は
「
必
要

機能性微粒子設計による
薬物動態制御を基盤とした

薬剤科学的研究
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
薬
剤
学
分
野
　
佐
藤 

秀
行

ジ
ェ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
を
粒
子
設

計
用
デ
バ
イ
ス
と
し
て
応
用

し
たFine droplet drying 

process

（
Ｆ
Ｄ
Ｄ
工
法
） 

を

開
発
し
た
。
本
工
法
は
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
の
得

意
と
す
る
微
細
液
滴
の
精
密

吐
出
を
最
大
限
活
用
し
た
も

の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の

幅
広
い
応
用
可
能
性
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

に
、
固
体
分
散
体
製
剤
や
放

出
制
御
微
粒
子
、
吸
入
用
微

粒
子
等
の
設
計
に
応
用
し
、

薬
物
の
溶
解
性
な
ら
び
に
放

な
量
を
」「
必
要
と
さ
れ
る

場
所
に
」「
必
要
な
時
間
で
」

届
け
る
、
い
わ
ゆ
る drug 

delivery system 

が
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
う
。
私
た

ち
は
効
率
的
な
薬
物
送
達
を

達
成
す
る
た
め
、
薬
剤
科
学

的
技
術
な
ら
び
に
異
分
野
技

術
を
発
展
的
に
応
用
し
て
薬

物
動
態
制
御
を
指
向
し
た
機

能
性
微
粒
子
設
計
に
よ
る
新

規
投
与
形
態
開
発
を
試
み
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
印
刷
工
学
分

野
の
技
術
で
あ
る
イ
ン
ク

出
特
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等

に
よ
る
薬
物
動
態
制
御
に
成

功
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
対
象
化
合
物
の
吸

収
制
御
を
達
成
す
る
た
め
、

吸
収
部
位
表
面
に
存
在
す
る

粘
液
層
を
利
用
し
た
薬
物
送

達
に
も
注
力
し
て
い
る
。
薬

物
の
主
な
吸
収
部
位
で
あ
る

消
化
管
や
肺
、
鼻
、
眼
等
は

そ
の
表
面
に
粘
液
層
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
外
来
異

物
に
対
す
る
バ
リ
ア
能
を
有

す
る
も
の
の
、
薬
物
吸
収
で

は
大
き
な
障
壁
と
な
る
場
合

が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
は

Flash Nanoprecipitation

法

に
よ
り
粘
液
透
過
あ
る
い
は

粘
液
付
着
性
の
機
能
性
ナ
ノ

粒
子
を
開
発
し
、
様
々
な
難

吸
収
性
化
合
物
の
経
口
吸
収

性
制
御
を
達
成
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
病
変
部
位
に
て
粘

液
分
泌
が
亢
進
す
る
疾
患
、

例
え
ば
炎
症
性
腸
疾
患
や
急

性
肺
障
害
等
に
対
し
、
こ
の

よ
う
な
製
剤
が
効
率
的
な
薬

物
送
達
に
有
用
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。

　

薬
物
動
態
は
医
薬
品
開
発

に
お
い
て
対
象
化
合
物
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
左
右
す
る
極

め
て
重
要
な
情
報
で
あ
り
、

そ
の
制
御
は
薬
効
の
最
大
化

お
よ
び
副
作
用
の
最
小
化
に

貢
献
可
能
で
あ
る
。
創
薬
モ

ダ
リ
テ
ィ
が
多
様
化
す
る
昨

今
、
そ
の
重
要
性
は
さ
ら
に

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
当
該
分
野
の
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
研
究
に

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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